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1 月 1 日の記憶
災害を振り返る❶災害を振り返る❶

今回の地震では津波警報が発表されました。海沿いに位置する桃
崎浜のそのときの状況などについて区長さんに話を伺いました。

地
震
発
生
時
の
避
難
行
動

　

桃
崎
浜
は
一
時
避
難
場
所
を
集
落

セ
ン
タ
ー
裏
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し

て
お
り
、
当
時
17
時
10
分
時
点
で

1
1
2
人
が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

車
中
の
人
も
含
め
る
と
、
合
計
で

1
2
0
人
く
ら
い
は
い
た
と
思
い
ま

す
。
最
初
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
避
難
し

て
い
ま
し
た
が
、
寒
い
の
で
集
落
セ

ン
タ
ー
に
入
り
、
各
々
テ
レ
ビ
や
ス

マ
ホ
で
地
震
の
情
報
を
得
て
い
ま
し

た
。

　

自
力
で
避
難
で
き
な
い
要
支
援
者

に
対
し
て
は
普
段
か
ら
集
落
の
役
員

が
割
り
当
て
を
決
め
て
支
援
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
要
支
援

者
の
自
宅
へ
行
き
避
難
所
へ
連
れ
て

き
た
役
員
も
い
ま
し
た
が
、
大
き
な

津
波
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
自
身

の
安
全
確
保
も
あ
り
、
難
し
い
判
断

が
必
要
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

桃
崎
浜
自
主
防
災
組
織
の
備
え

　

桃
崎
浜
は
東
日
本
大
震
災
が
あ
っ

た
年
か
ら
津
波
避
難
訓
練
を
始
め
、

コ
ロ
ナ
禍
を
除
い
て
は
毎
年
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
が
発
揮
さ
れ

た
と
感
じ
た
の
は
、
令
和
元
年
の
山

形
県
沖
地
震
が
発
生
し
た
と
き
。
あ

の
と
き
は
津
波
注
意
報
（
津
波
予
想

1
ｍ
以
下
）
だ
っ
た
の
で
す
が
、
た

く
さ
ん
の
人
が
集
落
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
り
ま
し
た
。
津
波
に
関
し
て
の
情

報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、「
す
ぐ
避
難

し
よ
う
」
と
い
う
感
覚
が
避
難
訓
練

に
よ
っ
て
身
に
付
い
て
い
る
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
は
、
津
波
注
意
報
・
警

報
発
表
時
の
取
る
べ
き
行
動
等
に
つ

い
て
、
集
落
の
広
報
紙
を
使
っ
て
周

知
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

「
も
っ
と
大
き
な
津
波
か
も
し
れ
な

い
」
と
い
う
意
識

　

今
回
避
難
所
に
集
ま
っ
た
住
民
に

対
し
て
、
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
こ
の

場
所
に
と
ど
ま
っ
て
い
れ
ば
安
全
な

の
か
、
区
と
し
て
判
断
す
る
の
が
難

し
か
っ
た
。
震
源
地
付
近
の
実
際
の

津
波
の
高
さ
と
報
道
さ
れ
て
い
た
情

報
で
か
な
り
の
食
い
違
い
が
あ
っ
た

の
で
報
道
を
鵜
吞
み
に
で
き
な
い
。

1
時
間
半
程
で
住
民
に
は
帰
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
様
子
を

見
て
も
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
大
き
な
津
波
が
く
る
の
で
は

な
い
か
と
想
定
し
対
応
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

桃崎浜区長
藤木　繁一 さん

▲桃崎浜の広報紙。津波注意報等が
発表された場合の取るべき行動や、
集落内の主な地点の海抜についてお
知らせしている。

　1月 1日午後 4時 10分頃、石川県能登地方で震度 7の地震が発生しました。胎内市
では震度4を観測し、津波警報発表に伴い市内13か所で避難所を開設。幸いにも市内で
大きな被害はありませんでしたが、多くの方が身の危険を感じたことと思います。今回の
特集では、この経験をこれからの防災・減災に活かせるよう、過去の災害についても振り
返るとともに、いざというときのための備えについて考えます。　　　　　　　

災害の経験を
　　　　未来に活かす

特
集

問合せ 総務課防災対策係（内線1311）
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地震地震への
備え

地震は発生を予測することができない災害です。普段から地
震への備えをしましょう。地震発生時には何よりもまず、自
分自身の命を守らなければなりません。すぐに「安全確保行
動」が取れるよう確認しておきましょう。

窓ガラスに飛散防止
フィルムを貼る

　　　家の中での安全対策1

割れにくいプラス
チックに

突っ張り棒や L 字
金具で家具を固定

危険物を出しっ
ぱなしにしない

粘着マットで
固定

ロックを取り
付けて飛び出
し防止

枕元に懐中電灯、ホイッ
スル、軍手、眼鏡など防
災グッズを準備

飛散したガラスを素足
で踏まないよう枕元に
スリッパを置いておく

ベッドやドアの周囲に大
型家具や避難の妨げにな
るものを置かない

自動停止装置のある
家電を使用

テレビを転倒防
止ベルトで固定

転倒防止
ストッパー

重いものは
下段に

フックなどで
固定し落下防止

　　　地震から身を守る行動2

■ 屋内にいる場合

■ 屋外にいる場合

・ 頭を保護し、丈夫な机の下など安全
な場所に避難してください
・慌てて外に飛び出さないでください
・窓ガラスから離れてください

・ ブロック塀の倒壊などに注意し
てください
・ 看板や割れたガラスの落下に注
意してください

家族で確認しよう

/check!/

さい

　　　　住んでいる地域の災害リスクを知る3
地震、水害、土砂災害といった各災害が発生した
際の危険性を、色で塗り分けて示したハザード
マップを胎内市防災ガイドブックに掲載していま
す。ハザードマップには避難場所も記載していま
すので家族で確認しておきましょう。

▲胎内市防災ガイド
ブックはこちらから

checkcheck

checkcheck checkcheck
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乙区長 /
胎内市自主防災組織連絡協議会会長

川崎　裕司 さん

戦
後
最
大
の
水
害

戦
後
最
大
の
水
害

　

昭
和

　

昭
和
4242
年年
88
月月
2828
日
の
豪
雨
に
よ
り
、

日
の
豪
雨
に
よ
り
、

新
潟
県
下
越
地
方
か
ら
山
形
県
西
部
に

新
潟
県
下
越
地
方
か
ら
山
形
県
西
部
に

か
け
て
の
広
い
範
囲
で
河
川
の
氾
濫
、
土

か
け
て
の
広
い
範
囲
で
河
川
の
氾
濫
、
土

砂
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
胎
内
川
流
域

砂
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
胎
内
川
流
域

の
胎
内
市
（
旧
北
蒲
原
郡
中
条
町
、
黒
川

の
胎
内
市
（
旧
北
蒲
原
郡
中
条
町
、
黒
川

村
）
で
は
、
胎
内
川
の
氾
濫
や
支
流
小
河

村
）
で
は
、
胎
内
川
の
氾
濫
や
支
流
小
河

川
の
土
石
流
に
よ
り
、
あ
わ
せ
て
死
者
・

川
の
土
石
流
に
よ
り
、
あ
わ
せ
て
死
者
・

行
方
不
明
者

行
方
不
明
者
4646
人
、
重
軽
傷
者

人
、
重
軽
傷
者
2
7
5

2
7
5

人
、
住
宅
全
半
壊

人
、
住
宅
全
半
壊
3
1
3

3
1
3
棟
、
床
上
・

棟
、
床
上
・

床
下
浸
水
約

床
下
浸
水
約
6
0
0
0

6
0
0
0
棟
と
い
う
大
き

棟
と
い
う
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

「
自
分
は
大
丈
夫
」
の
心
理

「
自
分
は
大
丈
夫
」
の
心
理

　

危
機
に
際
し
、人
は
「
自
分
は
大
丈
夫
」

　

危
機
に
際
し
、人
は
「
自
分
は
大
丈
夫
」

「
大
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
考
え
て
心
の

「
大
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
考
え
て
心
の

平
穏
を
保
と
う
と
し
ま
す
。
心
理
学
で

平
穏
を
保
と
う
と
し
ま
す
。
心
理
学
で

は
正
常
性
バ
イ
ア
ス
と
呼
ば
れ
て
い
ま

は
正
常
性
バ
イ
ア
ス
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
羽
越
水
害
で
多
く
の
犠
牲
者
が
発

す
。
羽
越
水
害
で
多
く
の
犠
牲
者
が
発

生
し
た
背
景
に
は
、
想
定
外
の
降
雨
量

生
し
た
背
景
に
は
、
想
定
外
の
降
雨
量

が
あ
り
ま
す
が
、「
自
分
は
大
丈
夫
」
と

が
あ
り
ま
す
が
、「
自
分
は
大
丈
夫
」
と

い
う
心
理
か
ら
避
難
し
な
か
っ
た
人
も

い
う
心
理
か
ら
避
難
し
な
か
っ
た
人
も

多
く
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

多
く
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
い
う
意
識
を
改
め
、

「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
い
う
意
識
を
改
め
、

万
が
一
の
こ
と
を
考
え
、
早
め
の
避
難

万
が
一
の
こ
と
を
考
え
、
早
め
の
避
難

を
心
が
け
る
な
ど
、
自
ら
の
命
は
自
ら

を
心
が
け
る
な
ど
、
自
ら
の
命
は
自
ら

守
る
意
識
が
重
要
で
す
。

守
る
意
識
が
重
要
で
す
。

　

一
昨
年

　

一
昨
年
88
月月
33
日
か
ら

日
か
ら
44
日
に
か
け

日
に
か
け

て
、
日
本
海
か
ら
の
び
る
前
線
が
停
滞

て
、
日
本
海
か
ら
の
び
る
前
線
が
停
滞

し
、
大
気
の
状
態
が
非
常
に
不
安
定
と

し
、
大
気
の
状
態
が
非
常
に
不
安
定
と

な
っ
た
影
響
か
ら
、
村
上
市
、
関
川
村
、

な
っ
た
影
響
か
ら
、
村
上
市
、
関
川
村
、

胎
内
市
な
ど
県
北
地
域
を
中
心
に
記
録

胎
内
市
な
ど
県
北
地
域
を
中
心
に
記
録

的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
胎
内
市
で
は
人
的

　

こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
胎
内
市
で
は
人
的

被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
住
宅
の
床
上

被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
住
宅
の
床
上

浸
水
や
床
下
浸
水
（
合
わ
せ
て

浸
水
や
床
下
浸
水
（
合
わ
せ
て
1
0
4

1
0
4

棟
）、
農
地
や
農
業
用
施
設
被
害
（
法
面

棟
）、
農
地
や
農
業
用
施
設
被
害
（
法
面

崩
壊
、
土
砂
流
入
な
ど
合
わ
せ
て

崩
壊
、
土
砂
流
入
な
ど
合
わ
せ
て
8
9
1

8
9
1

か
所
）、
道
路
・
林
道
や
歩
道
の
路
肩
崩

か
所
）、
道
路
・
林
道
や
歩
道
の
路
肩
崩

れ
な
ど
災
害
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

れ
な
ど
災
害
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織

自
主
防
災
組
織

　

こ
れ
ま
で
胎
内
市
で
は
地
域
の
助
け

　

こ
れ
ま
で
胎
内
市
で
は
地
域
の
助
け

合
い
に
よ
り
、
災
害
へ
の
日
頃
か
ら
の
備

合
い
に
よ
り
、
災
害
へ
の
日
頃
か
ら
の
備

え
や
災
害
時
の
被
害
の
軽
減
を
目
的
と

え
や
災
害
時
の
被
害
の
軽
減
を
目
的
と

し
た
「
自
主
防
災
組
織
」
の
組
織
化
を
自

し
た
「
自
主
防
災
組
織
」
の
組
織
化
を
自

治
会
・
集
落
へ
呼
び
か
け
、
現
在
は

治
会
・
集
落
へ
呼
び
か
け
、
現
在
は
9595
％％

を
超
え
る
組
織
率
（
世
帯
率
）
と
な
り
ま

を
超
え
る
組
織
率
（
世
帯
率
）
と
な
り
ま

し
た
。
全
国
で
は
自
主
防
災
組
織
の
日
頃

し
た
。
全
国
で
は
自
主
防
災
組
織
の
日
頃

か
ら
の
活
動
や
有
事
の
際
の
活
躍
に
よ

か
ら
の
活
動
や
有
事
の
際
の
活
躍
に
よ

り
、
人
的
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
事

り
、
人
的
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
事

例
も
聞
か
れ
ま
す
。
市
内
の
残
る

例
も
聞
か
れ
ま
す
。
市
内
の
残
る
55
％％

の
地
域
に
お
い
て
も
組
織
化
を
推
進
し
、

の
地
域
に
お
い
て
も
組
織
化
を
推
進
し
、

地
域
の
輪
づ
く
り
と
と
も
に
、
地
域
防

地
域
の
輪
づ
く
り
と
と
も
に
、
地
域
防

災
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

災
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

災
害
を
振
り
返
る
❷

災
害
を
振
り
返
る
❷

（令和4年8月時点）

56
年
が
経
過
「
羽
越
水
害
」

災
害
を
振
り
返
る
❸

災
害
を
振
り
返
る
❸

令
和
4
年
8
月
豪
雨

I n t e r v i e w
地域のつながりが防災力を高める

　乙では、自主防災組織として災害
時の対応マニュアルの作成や避難
訓練の実施、平成27年度からは「地
域支え合いマップ」を作成し地域の
支え合い・助け合い活動を進めてき
ました。各組ごとにマップを作り、
要支援者世帯には印を付け、組別で
の避難者支援ができるようにして

います。各家庭に配布し周りの状況
を把握してもらうことで、地域の連
携ができると感じています。
　また、1月 1 日に地震が発生し
た際、約 50人の住民が一時避難所
に避難しましたが、それは毎年避難
訓練をしてきた成果だと私は思っ
ています。

残された土砂と石に途方に暮れる様子

水沢町～新栄町付近
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個
別
避
難
計
画
の
作
成

個
別
避
難
計
画
の
作
成

　

近
年
の
災
害
に
お
い
て
、
高
齢
者
や

　

近
年
の
災
害
に
お
い
て
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
多
く
の
方
が
被
害
に
遭
わ

障
が
い
者
等
多
く
の
方
が
被
害
に
遭
わ

れ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
に
災
害
対
策

基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
個
別
避
難
計
画

の
作
成
が
市
町
村
の
努
力
義
務
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

胎
内
市
で
は
、
近
年
全
国
各
地
で
頻

発
す
る
大
規
模
災
害
に
備
え
、
令
和
４

年
度
か
ら
同
計
画
作
成
に
向
け
た
取
り

組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
個
別
避
難
計
画
」
と
は
？

　

災
害
発
生
時
に
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
（
避
難
行
動
要
支
援
者
）
に
適
切
な

避
難
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
要
支
援
者

の
状
況
や
避
難
先
、
避
難
を
支
援
す
る

方
な
ど
を
記
載
し
た
も
の
で
す
。

推
進
体
制
や
連
携
に
つ
い
て

　

個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

そ
の
性
質
上
、
市
と
自
治
会
・
集
落
の

共
同
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
福
祉
に
関
わ
る
関
係
者
の

協
力
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
関
係
者
で
協
力
し

合
い
な
が
ら
作
成
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
自
治
会
・
集
落
の
役
員
を
中
心
と

し
た
地
域
住
民
が
支
援
者
に
な
っ
て
い

た
だ
く
な
ど
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
と

な
っ
て
お
り
、
普
段
か
ら
の
支
え
合
い
・

助
け
合
い
の
取
組
が
計
画
策
定
お
よ
び

け
合
い
の
取
組
が
計
画
策
定
お
よ
び

実
行
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
っ
て
き
ま

実
行
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
っ
て
き
ま

す
。
す
。

防
災
行
政
無
線
整
備

防
災
行
政
無
線
整
備

　

胎
内
市
で
は
、
平
成

　

胎
内
市
で
は
、
平
成
2121
年年
44
月
か
ら

月
か
ら

防
災
行
政
無
線
の
運
用
を
開
始
し
、
防

防
災
行
政
無
線
の
運
用
を
開
始
し
、
防

災
情
報
や
行
政
に
関
す
る
情
報
だ
け
で

災
情
報
や
行
政
に
関
す
る
情
報
だ
け
で

な
く
、
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
な
ど
地

な
く
、
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
な
ど
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
有
効
に
活
用
さ

域
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
有
効
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化
に
伴
い
、

　

現
在
、
シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化
に
伴
い
、

再
整
備
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

再
整
備
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

自
然
災
害
以
外
の
鳥
獣
被
害
な
ど
の
対

自
然
災
害
以
外
の
鳥
獣
被
害
な
ど
の
対

応
や
、
よ
り
迅
速
に
情
報
が
届
け
ら
れ

応
や
、
よ
り
迅
速
に
情
報
が
届
け
ら
れ

る
よ
う
、
防
災
ア
プ
リ
の
導
入
や
屋
外

る
よ
う
、
防
災
ア
プ
リ
の
導
入
や
屋
外

拡
声
子
局
の
増
設
、
音
が
遠
く
ま
で
届

拡
声
子
局
の
増
設
、
音
が
遠
く
ま
で
届

け
ら
れ
る
よ
う
高
性
能
の
ス
ピ
ー
カ
ー

け
ら
れ
る
よ
う
高
性
能
の
ス
ピ
ー
カ
ー

へ
の
切
り
替
え
な
ど
を
行
い
、
令
和
７

へ
の
切
り
替
え
な
ど
を
行
い
、
令
和
７

年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
忘
れ
ず
命
を

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
忘
れ
ず
命
を

守
る
備
え
を

守
る
備
え
を

能
登
半
島
地
震
の
発
生
か
ら

能
登
半
島
地
震
の
発
生
か
ら
11
か
月
か
月

が
経
ち
ま
し
た
。
改
め
て
必
要
と
さ
れ

が
経
ち
ま
し
た
。
改
め
て
必
要
と
さ
れ

る
の
が
日
頃
の
備
え
で
す
。
災
害
が
起

る
の
が
日
頃
の
備
え
で
す
。
災
害
が
起

こ
る
前
に
何
を
備
え
る
べ
き
か
、
起
こ
っ

こ
る
前
に
何
を
備
え
る
べ
き
か
、
起
こ
っ

た
と
き
に
何
を
す
る
べ
き
か
こ
の
機
会

た
と
き
に
何
を
す
る
べ
き
か
こ
の
機
会

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

避難行動要支援者

避難支援等関係者 市役所

高齢者・障がい者など
（災害時に避難支援を

必要とする方）

避難支援避難支援
安否確認安否確認

個人避難計画作成個人避難計画作成
同意・支援同意・支援

協力依頼協力依頼
情報共有情報共有

作成した個別避難計画は避難
支援関係者で情報共有します自治会・集落・

民生委員など

「防災アプリ」「防災アプリ」
胎内市の防災情報がスマホに届く！

　現在多くの方に活用いただいている「防犯・
防災メール」を 3月末で終了し、新たに「防
災アプリ」の運用を開始します。災害時に防災
行政無線放送の内容が音声と文字で届き、市外
など遠方でも利用できます。

登録方法などの詳細は
後日市報等でお知らせします。

関係者間での個人避難計画作成に向けた打ち合わせ会

特集 災害の経験を未来に活かす

今年3月
スタート

。

　今年は新潟地震から 60 年、新潟焼山火山
災害から 50年、新潟・福島豪雨（7.13 水害）
および中越大震災から20年という、多くの災
害の発生から節目の年となります。
　このプロジェクトでは、繋いだ教訓や記憶を
自分事化し、日々の災害への備えや命を守る行
動に繋がる取り組みを進めます。

胎内市も
このプロジェクトに
参加しています

胎内市胎内市のの防災対策防災対策
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●問合せ 総合政策課企画政策係（内線1362）

洋 上風力発電事業について
～ 最新の情報を随時お知らせします～

　令和５年 12月 13日、経済産業省、国土交通省
から村上市を含む胎内市沖で洋上風力発電事業を
実施する事業者の選定結果が公表されました。
　選定された事業者は、公募に参加した４者の中
から最も評価点が高い「村上胎内洋上風力コンソー
シアム」で、右表の３社から構成されます。
　市では、この機会を大切な契機として、今後は
選定された事業者と連携しつつ、実り多い地域振
興を図っていくこととしています。

会社概要（村上胎内洋上風力コンソーシアムのホームページより）

構成員 本社

三井物産株式会社 東京都千代田区

RWE Off shore Wind Japan
村上胎内株式会社 東京都千代田区

大阪ガス株式会社 大阪府大阪市

着床式洋上風力発電発電設備

発電設備出力 68.4 万 kW（38基）

運転開始
予定時期

令和11年６月令和11年６月

　洋上風力発電事業者の選定を受けて

　かねてより、切望してきた洋上風力発電事業がいよいよ現実の事業化
に向けた歩みを進めていくことについて、市民ぐるみで喜びを分かち、
胎内市の洋上に風力発電の風車が設置されることに期待を寄せています。
　気候変動という大きな環境課題の解消に向けて取り組む地域であるこ
とは、シビックプライド※を育んでいくことにつながっていくものと信
じます。
※ 地域や自治体に対する住民の誇りや愛着、そして地域社会に貢献する意識を指す言葉

市長コメント

胎内市長　井畑　明彦　

三井物産
　金属資源、エネルギー、プロジェク

ト、モビリティ、化学品、鉄鋼製品、

食料、流通事業、ウェルネス事業、ICT

事業、コーポレートディベロップメン

トの各分野において、全世界に広がる

営業拠点とネットワーク、情報力など

を活かし、多種多様な商品販売とそれ

を支えるロジスティクス、ファイナン

ス、さらには国際的なプロジェクト案

件の構築など、各種事業を多角的に展

開する総合商社です。

RWE
　RWE は投資および成長戦略「Growing 

Green」に基づき、エネルギー移行とエ

ネルギーシステムの脱炭素化に大きく貢献

しています。RWE は、世界約 30 か国で

約 20,000 人の従業員を擁する世界最大手

の再生エネ事業者の 1社で、2024 年から

2030 年の間に洋上・陸上風力発電、太陽

光発電、蓄電池、調整電源、水素などの事

業に、全世界で 550億ユーロを投資予定で

す。RWE のグリーン発電容量は 2030 年

までに 65GWを上回る見込みで、さらに

世界中でエネルギー取引を行っていきます。

RWE は 2030 年までに石炭火力発電所の

廃止を完了し、2040 年にはネット・ゼロ

達成を目指しています。

大阪ガス
　Daigas グループは、国内エネルギー

事業、海外エネルギー事業、ライフ＆

ビジネス ソリューション（LBS）事業

という 3つの事業の柱に加え、その分

野で培ったノウハウと強みのある資本

を活用して、国内外を問わず新たな事

業領域の拡大に積極的にもチャレンジ

しています。持続可能な社会の実現に

向け、社会課題の解決に資する価値を

生み出す企業グループとして、ステー

クホルダーとともに “ ミライ価値 ” を

創造し、成長し続けていくことを目指

します。

国から洋上風力発電事業者の選定結果が
公表されました

出典：JWPA

〈 事業計画概要 〉
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NEWS ＆ TOPICS

市内にある中条高等学校、開志国際高等学校、新潟食料農
業大学の取組を紹介します。
特色あるそれぞれの学校の新たな魅力を発見しよう！

市内高校・大学の
魅力をお届け！魅力をお届け！

【問合せ】
開志国際高等学校 事務局　☎44・3330

■場　所　胎内市長橋上439-1
■学生数　505 人　■教員数　50人　
（いずれも2023年５月１日時点）
■コース　医学科進学 /国際情報
　　　　　国際アスリート /アスリート

　平成26年に全日制普通高校として開校しまし
た。これまでの日本の普通高校にはない、４つ
の特化したコースを設定し、特色ある教育活動
を展開しています。志を持って未来を切り開き、
地域社会・国家・国際社会のリーダーとなる人
間を育成することを教育目標としています。

総合的な探求の時間をとおした地域とのつながりを紹介します

№2　開志国際高等学校

　1学年は胎内市の課題解決を考えるため、フィールド　1学年は胎内市の課題解決を考えるため、フィールド

ワークを実施しました。中条駅周辺や乙宝寺などの観光ワークを実施しました。中条駅周辺や乙宝寺などの観光

地や魅力ある場所を実際に訪れ、良いところや課題をリ地や魅力ある場所を実際に訪れ、良いところや課題をリ

サーチし、発表に向けて資料にまとめました。サーチし、発表に向けて資料にまとめました。

❶ フィールドワーク

　3学年は「フードドライブ」を実施しました。つつじ　3学年は「フードドライブ」を実施しました。つつじ

が丘のみなさんにもご協力いただき、各家庭で余っていが丘のみなさんにもご協力いただき、各家庭で余ってい

る食品等を集め、「フードバンクたいないキボウのヒカる食品等を集め、「フードバンクたいないキボウのヒカ

リ」へお届けしました。リ」へお届けしました。

❷ フードドライブ

「第９回新潟県高校生英語スピーチコンテスト」受賞！

　昨年７月に新潟国際情報大学で行われた「第９回新潟
県高校生英語スピーチコンテスト」に生徒 4名が出場し
ました。「新潟への定住促進のためにソーシャルメディ
アをどのように活用できるか」をテーマにそれぞれがス
ピーチを行い、最優秀賞・審査員特別賞を受賞しました！

男子バスケ「Ｕ18日清食品トップリーグ2023」優勝！

　男子バスケットボール部は、昨年の９月から 11月に

かけて、東京・代々木第二体育館などで行われた「Ｕ

18日清食品トップリーグ 2023」に出場し、リーグ戦

全勝で優勝しました！
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街街のわだい

日
本
画
の
大
作
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

胎
内
市
美
術
館

　昨年の秋に市美術館で開催した「院展作家永
吉秀司　新令和版弘長寺来迎図展」で展示され
た幅 180㎝× 225㎝の日本画の大作（作品名
「大

おおり

里夜
や わ

話」）を作家の永吉秀司さんより胎内市
に寄贈いただきました。今後は市美術館で大切
に保管し、随時公開していく予定です。

12月
26日

中澤教育長中澤教育長 永吉秀司さん永吉秀司さん

　「商工会合併に関する契約書調印式」が行わ
れ、関係者らが見守る中、井上喜美男会長（中
条町商工会）と小谷淳会長（黒川商工会）、立
会人の井畑市長が契約書に調印しました。
　4月 1 日に新「胎内市商工会」を設立し、
本所は中条町商工会、支所を黒川商工会に置き
活動を行います。

中
条
町
商
工
会
と
黒
川
商
工
会
が

合
併
調
印

中
条
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

12月
21日

井畑市長井畑市長井上会長井上会長
（中条町商工会）（中条町商工会）

小谷会長小谷会長
（黒川商工会）（黒川商工会）

図
書
の
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　住友生命保険相互会社新潟支社新発田支部 
様より絵本などの図書 174点の寄贈をいただ
きました。同社の社会貢献活動に基づくもので、
寄贈いただいた資料は図書館などで活用してい
く予定です。

　百発百中の弓の名手であった板
はんがく

額御
ごぜ ん

前と浅
あさ り

利
与
よい ち

一夫婦にあやかり、中学３年生に志望校を射
止めてもらおうと、板額会から教育長へ「合格
祈願シール」が贈呈されました。シールは山梨
県笛吹市、中央市にも送られたほか、板額御前
の伯父「宮

みやのぜんじ

禅師」ゆかりの乙宝寺にて一般の方
にお配りしています。

百
発
百
中
で
志
望
校
射
止
め
て

黒
川
庁
舎

12月
12日

令
和
6
年
胎
内
市
消
防
団
出
初
め
式

胎
内
市
役
所

　胎内市消防団による出初め式に、消防団員
45人が参加しました。安全祈願祭後、市役所
駐車場で一斉放水を披露し、1年間の無火災を
祈願しました。
　昨年の建物・車両火災件数は 13件（前年比
11件増）でした。

1月
6日

もっと
　  たいなぃ

～みんなに伝えたい胎内市の風景～～みんなに伝えたい胎内市の風景～

み
t a ina it a ina i

詳しくは
こちらから

私
の
好
き
な
景
色

　

夏
井
河
川
敷
近
く
の
田
ん
ぼ
道
。
何
も
遮

る
も
の
が
な
い
こ
の
景
色
が
大
好
き
で
す
。

（
マ
マ
２
年
目
）

写真募集中



男女共同参画情報

●問合せ 総務課人権啓発係（内線1315）

　「望まない性行為を強要される」「早く子どもをつくれ
と親から言われる」…。これらは、「リプロダクティブ・
ヘルス /ライツ」という女性の権利に反するものです。
リプロダクティブ・ヘルス / ライツとは、「性と生殖に
関する健康と権利」と訳され、次の４つを基本的な考え
方としています。

【じんけんコラム】
ご存じですか？
「リプロダクティブ・ヘルス /ライツ」 　ドメスティック・バイオレンス（DV）は、夫

婦やパートナー間で起こる暴力です。令和2年
度に内閣府が行った調査で明らかになったのは、
女性の約 4人に 1人、男性の約５人に１人は、
配偶者から暴力を受けたことがあり、さらに女
性の約10人に１人は何度も被害を受けている
という現実です。
　DV被害者への保護命令の対象が、身体的暴
力だけでなく、言葉や態度で相手を追い詰める
精神的暴力（モラルハラスメント）にも拡大され、
命令違反への罰則も強化されます。

● DVの発端は小さな出来事かも
　普段のパートナーとの接し方を見直すと、違
和感に気づくことがあります。例えば、常に自
分の意見を聞き入れてもらえなかったり、パー
トナーから外出先や電話・メールの内容などを
執拗に詮索されたりしていませんか。
　パートナーと対等な関係を築くことが大切で
す。また、DV（デートDV）を受けた場合には、
一人で抱え込まずに誰かに相談することが解決
への第一歩です。

● 相談窓口

「DV相談＋（プラス）」#8008　
または☎ 0120・2

つ な ぐ

79・8
は や く

89　(24時間受付）
男性の方もご相談いただけます。

４月に「DV防止法」が強化されます！

　東京大学大学院教授の瀬
せ ち や ま

地山角
かく

さんをお迎えし、自ら
の子育て経験などをもとにご講演いただきました。「子
どもを産むこと以外、男に出来ないことはない」と、自
ら実践されたエピソードをユーモアたっぷりにわかりや
すくご説明いただきました。

【定住自立圏男女共同参画推進事業】
笑って考えよう　生活のこと、仕事のこと
～男の家事が社会を救う！～

【令和5年10月20日 実施】

◆講演のポイント◆
・ 男性の著しく短い家事時間
はもはや「社会的に」問題
にすべき

・ 家事は「手伝う」ものでは
なく、「シェア」するもの

・ 男性が家事をすることは、
いざというときの「避難訓
練」にもなる

　この４つに関わる全てにおいて、身体的、精神的、社
会的に良好な状態であることを「リプロダクティブ・ヘ
ルス」といい、それを享受できる権利のことを「リプロ
ダクティブ・ライツ」といいます。日本では、この権利
を守るためにどのような取り組みが行われているので
しょうか。例えば、「生理の貧困」に関する支援、不妊
治療の助成事業などの取り組みが挙げられます。
　この概念を理解し、身体や性について正しい知識を身
につけ、まずは家族やパートナーにもその大切さを伝え
てみるのはいかがですか。

❶ 子どもを産むか産まないかを選べること
❷ 安全で満足のいく性生活を送れること
❸ 安全な妊娠や出産ができること
❹ すべての新生児が、健全な小児期を過ごせること

主な変更点
■「接近禁止命令」の期間

■ 違反した場合の罰則

原則 身体的暴力のみ 精神的暴力も
6か月 1年

１年 以下 の懲役

100万円 以下 の罰金
または

２年 以下 の懲役

200万円 以下 の罰金
または

強化後

強化後

9 市 報  2024.2.1
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正しくできていますか？
ごみごみの分け方と出し方の分け方と出し方

　毎日の生活で出るごみ。皆さんは普段、ごみの分別を正しくできていますか？市では、資源ごみとし
て空き缶、空きびん、紙類、ペットボトル、発泡スチロール、白色トレイ、古布を収集しています。
今回は、発泡スチロールと白色トレイの出し方について詳しくお知らせします。

問合せ 市民生活課生活環境係（内線1150・1151）

ごみを減らすことで環境にやさしく、家計の負担も減らしましょう！ごみを減らすことで環境にやさしく、家計の負担も減らしましょう！

ごみの出し方に迷ったときは、「ごみ分別検索システム」をご活用ください。
または、市民生活課生活環境係までお問い合わせください。

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

白
色
ト
レ
イ
編

　　　出せるもの
　リサイクルマーク（ポリスチレ
ン）の付いた白色トレイと発泡ス
チロールが対象です。このマークがついていて
も色付きトレイや納豆容器などは対象外です。
　納豆容器は納豆菌や臭いなど、リサイクル
に必要なレベルの洗浄が難しいためです。汚
れが落ちないものや古くなって劣化しているも
のは可燃ごみで出してください。

注 意

　　　出せないもの

　　

　　　

発泡スチロール 白色トレイ

色付きトレイ

色付きトレイは、一部の大型店舗で回収している場合がありますので
ご利用ください。

納豆容器 カップ麺容器 弁当や惣菜容器 卵パック

出せないものが混ざるとどうなる？

　出せないものが混ざっていると、正しく出されたものもリサイクルできず
に焼却されてしまう場合があります。また、分別や処分をするためには多額
の費用がかかるため、財政的な負担も大きくなってしまいます。
  皆さんのご協力によりリサイクルが成り立っています。ごみ収集カレン
ダーを確認し、リサイクル対象のものを正しく排出するようご協力をお願い
します。

出せないものが
混ざった状態
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事業名 物価高騰対応住民税所得割
非課税世帯生活支援給付金 低所得者の子育て世帯給付金（こども加算）

対象

基準日（令和5年12月1日）時点で胎内市に住民登
録があり、世帯全員の令和5年度分の住民税が「均
等割課税者のみ」または「均等割課税者と非課税者」
の世帯。

※今回の給付金は、国が定めた基準により、「世帯全員が、
課税されている親族等の扶養になっている世帯」は対象
外となります。そのため、過去に2万円の給付を受けて
いても、対象外となる場合があります。

基準日（令和５年12月１日）時点で胎内市に住民登
録があり、世帯全員が令和５年度分の「住民税非課税
または均等割のみ課税」の世帯でこどもを扶養してい
る世帯。

※今回の給付金は、国が定めた基準により、「世帯全員が、
課税されている親族等の扶養になっている世帯」は対象
外となります。そのため、過去に3万円や２万円の給付
を受けていても、対象外となる場合があります。

手続き

・対象と思われる世帯には、2月中旬に世帯主あてに確認書等を送付します。
・確認書等は必要事項を記入し、返信用封筒で返送してください。
・確認書には前回給付金を支給した口座情報が記載されています。
・確認書に口座情報が記載されていない場合や、振込口座を変更する場合は、口座情報の記入が必要です。
・令和5年 1月 2日以降に転入した世帯は申請が必要です。
※ 申請書等は、福祉介護課地域福祉係の窓口までお越しいただくか、市ホームページからダウンロードできます。

振込 令和６年2月下旬より開始

支給額 1世帯あたり　10万円 こども１人につき５万円
（平成17年 4月 2日以降に生まれた子）

提出期限 令和6年 3月 29日㈮

申込・
問合せ 福祉介護課地域福祉係（内線1133）

事業名 物価高騰対応生活支援地域商品券

対象
① 令和 5年 12月1日時点で胎内市に住民登録があり、「住民税非課税または均等割のみ課税」の世帯であっ
て、世帯全員が課税されている親族等に扶養されているため国の給付金の対象とならない世帯

②住民税所得割課税世帯であるひとり親世帯
③子育て世帯 ( 児童手当を受給している世帯 )

内容

・対象となる世帯には、2月上旬に商品券を郵送します。
・商品券は地元の商店等での買い物に利用できます。
詳しくは市より送付する案内をご覧ください。
商品券が届かない場合でも、申請によって給付対象となる場合がありますので、対象と思われる方はお問い
合わせください。

支給額
①被扶養者のみ世帯　1世帯あたり　3万円
②ひとり親世帯　1世帯あたり　3万円
③子育て世帯 (児童手当を受給している世帯 )　対象児童一人当たり　2万円

使用期限 令和6年 3月 24日㈰

申込・
問合せ

【①・②について】福祉介護課地域福祉係（内線1133）
【③について】こども支援課こども支援係（内線1263）
【商品券の使用について】商工観光課商工振興係（内線1255）

物価高騰対応生活支援給付金・商品券を支給します
　電力・ガス・食料品等の物価高騰の影響を踏まえ、低所得世帯および子育て世帯へ給付金および商品券を支給します。
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■日にち・時間
▶平日　2月 16日㈮～ 3月 15日㈮　午前の部：8時 45分～　午後の部：1時～

　　　　　（整理券配付時間）午前の部：午前7時 30分～ 11時　午後の部：午前11時～午後 3時 30分

▶夜間　申告期間中の毎週水曜日 午後5時～
　　　　　（整理券配付時間）午後3時 30分～ 7時

▶日曜　2月 18日、2月 25日　 午前の部：8時 45分～　午後の部：1時～
　　　　　（整理券配付時間）午前の部：午前7時 30分～ 11時　午後の部：午前11時～午後 3時 30分

　※混雑状況により、午前11時よりも前に午後の部の整理券を配付する場合があります。
　※詳細は15ページをご覧ください。

■ところ 市役所2階大会議室 ※黒川庁舎での申告相談は行いません

【整理券配付場所】午前7時 30分～8時15分：正面玄関ロビー、午前8時15分以降：大会議室（受付窓口）

申告相談・受付

◆発熱や咳などの症状がある方は入場をご遠慮ください。
◆短時間で相談が行えるように、事前に必要書類を作成の上、ご来場ください。

　・ 営業、農業、不動産（田の貸付け等）の申告については、「収支内訳書」を作成してください。
　・ 医療費控除やセルフメディケーション税制を受ける方は、１年間に支払った金額を計算し「明細書」

を作成してください。

申告会場にお越しになるときのお願い

所得税と市・県民税の申告時期が近づいてきました。皆さん準備はお済みでしょうか。

所得税、市・県民税の
申告が始まります

定 告確 申

　申告に来庁された方には、ロビーまたは受付
窓口で順番に入場指定時刻を記載した「整理券」
を配付します。指定の時刻までは、待合室（市
役所５階和室）でお待ちいただくことや、可能
な方は指定時刻に合わせて再来庁いただくなど
のご協力をお願いします。

※ 完成した申告書を提出するだけの方は、受付
窓口で預かり、そのまま税務署へ渡します。

申告会場への入場方法

受付の流れ

①受付窓口等で『整理券』を
　受け取る ➡

②指定時刻に入場➡

③会場内で待機➡

④申告相談・受付 となります。
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・ 営業、農業や不動産などの収入がある方
・田畑を貸して米や現金をもらっている方
・ 給与や年金の源泉徴収票の内容に控除を追加
する方

・ 給与の年末調整を受けていない方（年の途中
で退職した方など）

・土地や建物を売った方
・ マイホームを取得して住宅借入金等特別控除
の適用を受けようとする方

確定申告または
市・県民税申告が必要な方

要介護認定者の障害者控除
　令和 5年 12 月 31 日現在において、納税者またはその同一生計配偶者や扶養親族で所得税法施行令
第 10 条に規定する心身に障がいのある方は、障害者控除（所得控除）の対象となります。
　つきましては、要介護認定を受けている方の中で障害者控除に該当すると思われる方には、1月中旬
頃に「障害者控除対象者認定書」を送付しましたので、申告の際に添付または提示してください。なお、
一部の方については、要介護認定結果の確定後に送付します。

おむつ代の医療費控除
　令和 5年中に、納税者または家族のために医療費を支払った場合には、算式により計算した金額を
医療費控除として総所得金額等の合計額から控除できます。傷病により寝たきりで治療のため、おむつ
が必要な場合は、おむつ代も医療費となります。おむつ代を医療費控除として申告する際には、「医療
費控除の明細書」とともに次の資料を申告時に添付または提示してください。
　おむつ代について医療費控除を受けるのが・・・
　・１年目の場合：医師が発行する「おむつ使用証明書」
　・ ２年目の場合： 医師が発行する「おむつ使用証明書」または、申請により市が発行する「おむつ使

用確認書※」
　※「おむつ使用確認書」は次の①～③の全てに該当する場合に発行できます。
　　①要介護認定を受けている　②寝たきりなどの状態である　③尿失禁がある
　　なお、②・③については市が保有している要介護認定資料（主治医意見書）に基づき確認しています。

●問合せ 「障害者控除対象者認定書、おむつ使用証明書、おむつ使用確認書」について
　　　　　　福祉介護課介護保険係（内線 1152）

ワンポイントアドバイス

昨年１年間、収入がなかった方や遺族年金、障害
者年金の非課税年金のみの方も所得証明などの発
行、各種福祉サービスの利用料や国民健康保険税等
の算定資料となりますので、「収入なし」の申告を
してください。
　ただし、国民年金、厚生年金のみの方は必要あり
ません。

収入がなかった方も
『市・県民税申告』は必要です

還付申告や収入がなかった方の市・県民税申告は申告期間にこだわらず 1年中いつで
も手続きをすることができますので、天候や体調がすぐれないなどで確定申告期間内に
行うことが難しい場合は、無理することなく手続きをお願いします。

還付

期限後の申告
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新発田税務署からのお知らせ　　●問合せ 新発田税務署☎22・3161

●確定申告会場について
　所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を次のとおり開設します。

期間 相談受付時間 確定申告会場 対象の方

２月15日まで
午前９時から午後４時まで

新発田税務署庁舎 還付申告の方（注）

２月16日～３月15日 新発田市カルチャーセンター 全ての方

【必ず準備するもの】
□本人確認書類（次の①②いずれか）
　①マイナンバーカード
　② マイナンバー通知カード＋（運転免許証、パスポー
ト、健康保険証など）

□（お持ちの方のみ）利用者識別番号等の通知
□ （給与収入、公的年金収入がある方のみ）給与・公
的年金の源泉徴収票

□ 本人名義の預貯金口座の金融機関名、支店名、口座
番号が分かるもの

【必要に応じて準備するもの】
□ 税務署から送付された書類（確定申告のお知らせハ
ガキなど）

□ その他の収入が分かるもの（個人年金の支給額通知
など）

□ 完成した収支内訳書（営業、農業、不動産（田の貸
付け等））

□ 所得控除の証明書（寄附金（ふるさと納税など）、社
会保険料・小規模企業共済、生命保険、地震保険、
障害者控除に必要な書類）

□ 医療費に関する書類（「医療費控除の明細書」または
「セルフメディケーション税制の明細書」）
□住宅借入金等特別控除の適用を受ける方
　・ 住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書（原本）
　・不動産の登記事項証明書の写し
　・ 家屋（土地）の工事請負契約書の写しまたは売買契
約書の写し

　・ 増改築などの場合は、建築確認済証の写し、検査済
証の写し、または建築士から交付を受けた増改築等
工事証明書（原本）

　・ 補助金等の交付を受けた場合は、国や市等からの補
助金決定通知書（原本）

※ 確定申告データを電子送信により税務署へ引き渡し
ます。過去に『利用者識別番号』を取得していない
方は、会場で取得します。
※ 医療費控除の適用を受けた領収書については、税務
署から記載内容の確認を求められる場合があるため、
５年間保存する必要があります。
※ 申告書や手引きなど申告に必要な書類は、市役所１
階税務課市民税係（申告期間中は申告会場）や黒川
庁舎にあるほか、国税庁のホームページからダウ
ンロードできます。

□ 申告に必要なもの

　※スマホをお持ちの方は、確定申告会場で、基本的にスマホを利用し申告書を作成します。
　※ ご来場の際はマイナンバーカードをご持参ください。また、マイナンバーカードのパスワード（数

字4桁および英数組み合わせ6～ 16字の２種類）が必要となりますので、事前にご確認ください。
　※咳・発熱等の症状のある方は入場をお断りさせていただきます。
　※午後4時前であっても、相談受付を終了する場合があります。
　※2月 16日～ 3月 15日は、新発田税務署庁舎では申告相談を行っていません。

　確定申告会場の入場には、当日受付で配付の『入場整理券』または、国税庁LINE
公式アカウントから事前に取得した『入場整理券』が必要です。 ▶国税庁ＬＩＮＥ

公式アカウント

≪確定申告などに関する問合せ≫
国税庁ホームページ
「確定申告特集」を
ご利用ください。

▶ 確定申告書等
作成コーナー

≪e-Tax・作成コーナーの操作などに関する問合せ≫
e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
☎0570・01・5901
【受付】㈪～㈮（㈷等を除く）
 1月 4日～ 4月 1日の期間：午前9時～午後8時
 上記以外の期間：午前9時～午後5時

▶動画で見る
　確定申告

（注）贈与税については、2月1日㈭以降、申告相談を受け付けています。いずれも期間中は㈯、㈰、㈷を除きます。

●オンラインによる確定申告について
　確定申告には、自宅等からスマホ・パソコンでご利用できるe-Tax・スマホ申告が大変便利です。国税庁ホー
ムページ「確定申告書等作成コーナー」を利用することで、確定申告会場に出向かずに、マイナンバーカー
ド読取対応のスマホまたはパソコンからＩＣカードリーダーライタを利用して、e-Tax で申告書を提出でき
ます。
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所得税確定申告　市・県民税申告　日程表

※ 確定申告には、自宅等からスマホ・パソコンでご利用できる便利な e-Tax・スマホ申告の利用をご検討ください。
　 詳細は 14ページの「新発田税務署からのお知らせ」をご覧ください。

▶申告相談会場は、市役所本庁舎２階大会議室です。（黒川庁舎では行いません）
▶申告期間中は、１階税務課窓口での申告相談を受け付けません。

●問合せ ▶所得税のこと … 新発田税務署　☎22・3161
　　　　　　　　　（〒957-8666 新発田市諏訪町 1丁目 12 番 24 号）
　　　　　　▶市・県民税（住民税）のこと … 税務課市民税係（内線 1121、1122、1128）
　　　　　　　※申告期間中は、電話がつながりにくくご迷惑をおかけする場合がありますので、ご了承願います。

　　　 　　　
　　　 　
　　　　　　

国税庁　ふたば ◀スマホでのご利用
はこちらから

確定申告に関するお悩みは確定申告に関するお悩みは
「税務相談チャットボット（税務職員 ふたば）」「税務相談チャットボット（税務職員 ふたば）」
にご質問ください！（24 時間利用可能）にご質問ください！（24 時間利用可能）

月 日 曜
日

自治会・集落名、申告相談、整理券配付時間

午前の部　８時45分～
（整理券配付時間）
午前7時30分～11時

午後の部　１時～
（整理券配付時間）
午前11時～午後3時30分

夜の部
午後５時～

（整理券配付時間）
午後3時30分～７時

2月16日 金 表町・新栄町 本町・西栄町・北本町・東牧

18日18日 日 市内全域
19日 月 大川町・水沢町 西本町・鼓岡

20日 火 東本町 東本町・黒川上町

21日 水 新和町・若松町 住吉町・二葉町 市内全域
22日 木 星の宮町 関沢・つつじが丘・柴橋

25日25日 日 市内全域

26日 月 長橋・寅田・小舟戸・船戸・八田・
つくし町

塩津・弥彦岡・上城塚・下城塚・
城塚

27日 火 赤川・鷹の巣・新舘・西川内・東川内 西条町

28日 水 本郷町・あかね町・須巻・下荒沢 草野・持倉・黒俣 市内全域
29日 木 羽黒・野中・大長谷・小長谷 飯角・半山・鴨田・鍬江

3月 1日 金 並槻・追分・仁谷野・倉敷町 荒井浜・日立

4日 月 協和町・坪穴・栗木野新田 富岡・夏井

5日 火 大出・地本・江尻・熱田坂・川合 八幡・高野・高野茨島

6日 水 十二天・山屋・小地谷・宮久 土作・坂井 市内全域
7日 木 平木田駅前・下江端 平木田駅前・平木田

8日 金 乙 乙・桃崎浜・蔵王・塩谷

11日 月 菅田・塩沢・前山台 中倉・高橋・堀口・下館・下赤谷

12日 火 北成田・宮川・竹島・北町 苔実・築地新

13日 水 築地・黒川中町 築地・黒川下町 市内全域
14日 木 宮瀬・鴻ノ巣・山王・黒川南町 高畑・中村浜・黒川西町一区

15日 金 下高田・村松浜・黒川西町二区・
近江新 笹口浜・村松浜・日鉱・横道



健康づくり課からのお知らせ
◎申請・問合せ  健康づくり課（ほっとＨＯＴ・中条内）☎ 44・8680

坂町病院医師による健康ナイトスクール
　健康増進を目的に、医師によるミニ講演会と皆さんの疑問にお答えする情報交換会を行います。

●と　き　2月 19日㈪　午後6時 30分～ 8時
●ところ　にこ楽・胎内（栗木野新田26-1）
●対　象　市内在住の方
●内　容　ミニ講演会「頭痛で困っていませんか？頭痛のない世界があるかもしれませんよ！」
　　　　　県立坂町病院院長　牧野 邦比古 先生
　　　　　「大人のワクチン」副院長　近 幸吉 先生　質疑応答、意見交換会
●申　込　 申し込みは不要です。ご家族や友人とお誘い合わせの上、直接会場にお越しくだ

さい。来場の際、健康チェックをさせていただきます。
　　　　　風邪症状等ある場合はご遠慮ください。
●問合せ　健康づくり課　ほっとHOT・中条　☎44・8680

2月の元気づくりプログラム (ほっとHOT料理 )
●と　き　2月 16日㈮午前 10時～正午
●ところ　ほっとHOT・中条
●参加費　300円
●定　員　 10人 ※定員を超えた場合は初めての方

優先
●申込受付期間　2月 1日㈭～ 13日㈫
●持ち物　 エプロン、三角巾、マスク、
　　　　　持ち帰り用バッグ

●申　込　ほっとHOT・中条☎ 44・8680
●献　立　 ダイエットおやつ
　　　　～低カロリーおやつで楽しくダイエット～
　　　　・チョコ寒天
　　　　・とうふときなこのケーキ
　　　　・人参もち

 最新情報は
こちらから新型コロナワクチン接種関連情報

　初回接種を終えた全ての年代の方が、最新のXBB対応ワクチンを1人1回接種できる「令
和5 年秋開始接種」について、希望される方への接種をおおむね完了したことから、接種
体制を縮小しています。
　まだ接種を受けていない方は、速やかに接種をご検討ください。

接種を希望する方は、接種券の発行申請が必要です
　市ホームページか、コールセンターにて申請してください。
　接種券が届いた方から予約できます。

■ 予約はこちら
インターネット予約または市コールセンターへの電話予約（☎0570・04・1189）
※ 最新情報については、市ホームページをご覧いただくかコールセンターへお問い合わせください。

発行申請は
こちら

インターネット
予約はこちら

  令和 5年秋開始接種について
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途中入園申込みスケジュール途中入園申込みスケジュール

令和 6年度途中入園募集各月期限（めやす）令和 6年度途中入園募集各月期限（めやす）

　2月 1日㈭から、令和 6年度の入園申込み（10月 25 日申込み締め切り）ができなかった方の
入園申込みを受け付けます。ただし、相談時に生まれている方が対象となります。

■ 4 月 1日入園希望の方

受付期間 2 月 1日㈭から 9日㈮まで
※午前 8時 30分から午後 5時 15分（㈯、㈰、㈷を除く）

対象者 令和５年 10月 25 日までに入園申込みができなかった方
※事前にお電話でご相談ください。

その他 入園のご案内は定員に満たない園や退園、辞退により欠員が生じた園

受付期間 入園希望月の前々月 25日頃から前月５日頃
※午前 8時 30分から午後 5時 15分（㈯、㈰、㈷を除く）

対象者 年度途中に入園希望の方　※事前にお電話でご相談ください。

その他 入園のご案内は定員に満たない園や退園、辞退により欠員が生じた園

■ 5 月以降各月の入園希望の方（入園日は原則として各月初日となります。）

※ 0歳児の場合、各園の受入対象月齢が異なります。

保護者からの
事前相談

入園に係る
面談等

入園希望月の
前々月25日まで

保護者と各園の
日程調整により決定

前月5日頃から

前月10日頃から

入園希望月の
前々月25日頃から
前月5日頃まで

入園月日 事前相談 申込期間

4 月 1日 － 2月 1日㈭～ 9日㈮

5月 1日 ～ 3月 25 日㈪ 3月 25 日㈪
～ 4月 5日㈮

6月 1日 ～ 4月 25 日㈭ 4月 25 日㈭
～ 5月 7日㈫

7月 1日 ～ 5月 24 日㈮ 5月 24 日㈮
～ 6月 5日㈬

8月 1日 ～ 6月 25 日㈫ 6月 25 日㈫
～ 7月 5日㈮

9月 1日 ～ 7月 25 日㈭ 7月 25 日㈭
～ 8月 5日㈪

入園月日 事前相談 申込期間

10 月 1日 ～ 8月 23 日㈮ 8月 23 日㈮
～ 9月 5日㈭

11月 1日 ～ 9月 25 日㈬ 9月 25 日㈬
～ 10月 7日㈪

12月 1日 ～ 10月 25 日㈮ 10月 25 日㈮
～ 11月 5日㈫

令和 7年
1月 1日 ～ 11月 25 日㈪ 11月 25 日㈪

～ 12月 5日㈭

2月 1日 ～ 12月 25 日㈬ 12月 25 日㈬
～令和 7年 1月 7日㈫

3月 1日 ～ 1月 24 日㈮ 1月 24 日㈮
～ 2月 5日㈬

令和6年度保育所等途中入園の申込み令和6年度保育所等途中入園の申込み

保護者からの
申込書類提出

入所承諾書等
必要書類の送付

利用調整

希望月の月初日
入園

●問合せ　こども支援課こども支援係（内線1262）
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お知らせ
アイコン

日時時 所場所・会場 対対象 内内容 講講師 ￥料金 定定員
持持ち物 他その他 申申込方法・期間など〒郵送先 問問合せ

広
告
内
容
に
関
す
る
質
問
な
ど
に
つ
い
て
は
、広
告
ス
ポ
ン
サ
ー

に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
広
告
内
容
と
胎
内
市
と
は

直
接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

催　

し

催　

し

山
あ
い
の
ち
い
さ
な
冬
ま
つ
り

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
小
学
生
ま
で
楽
し

め
る
屋
内
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

胎
内
Ｄデ

ィ

ア

ー

ズ

Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
小
川
選
手
に
よ
る

フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験
や
、
珍
し

い
お
も
ち
ゃ
で
の
遊
び
、
工
作
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。
元
力
士
が
作
る

ち
ゃ
ん
こ
鍋
や
、
鼓
岡
・
大
長
谷
地
区
の

美
味
し
い
ご
飯
の
提
供
の
ほ
か
、
人
気
の

パ
ン
屋
も
出
店
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

は
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
お
菓
子
ま
き

も
行
い
ま
す
！

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
２
月
12
日
㈪
㉁

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

所
に
こ
楽
・
胎
内

問
総
合
政
策
課
行
革
協
働
係

（
内
線
１
３
６
４
）

阿
賀
北
地
区

認
知
症
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

長
岡
市
の
三
島
病
院
副
院
長
・
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

の
田
中
晋
先
生
か
ら
、「
認
知
症
の
症
状

と
そ
の
対
応
」
に
つ
い
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

時
２
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
40
分

所
聖
籠
町
文
化
会
館

￥
無
料

申
申
込
不
要

問
エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
（
濱
）

☎
０
７
０
・
７
６
０
７
・
５
０
７
５

募　

集

募　

集

成
年
後
見
市
民
セ
ミ
ナ
ー

　
「
成
年
後
見
人
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
く
れ
る
人
？
今
は
元
気
で
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
決
め
ら
れ
る
け
れ
ど
、
こ
の

先
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
は
何
か
あ
る

の
？
」
そ
ん
な
疑
問
に
講
師
が
ヒ
ン
ト
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。

時
２
月
29
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

所
産
業
文
化
会
館

対
市
内
在
住
の
方

講
石
戸  
裕
氏
（
弁
護
士
）

￥
無
料

定
50
人
程
度

申
２
月
22
日
㈭
ま
で

申
・
問
福
祉
介
護
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
係
（
内
線
１
１
３
２
）

家族葬「事前相談」
お葬式なら会津屋
365 日 24 時間対応

～人の心をより豊かにする～
ベルホール会津屋　胎内

胎内市大川町 3194 ☎ 0120-04-4449胎内市大川町 3194 ☎ 0120-04-44494949444444449449449994444 994449 ㈱会津屋 代表
舩山 博貴

＜有料広告＞＜有料広告＞

連絡帳のの街
今号の注目は、ふたば保育園に通う
2人のナビゲーターが目印！

今今今今今今今今今今今今今今今今今 ううううううううううう

齋藤 星空 齋藤 星空 ちゃんちゃん
さいとう     かなたさいとう     かなた

小柳 櫻子 小柳 櫻子 ちゃんちゃん
こやなぎ　 さくらここやなぎ　 さくらこ

フェイスブック インスタグラム

地域おこし協力隊SNSはこちら



街の連絡帳
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シ
シ
ノ
立
を
目
指
す
春
山
登
山

シ
ー
ズ
ン
終
了
後
の
胎
内
ス
キ
ー
場
の

ゲ
レ
ン
デ
を
登
り
、シ
シ
ノ
立（
７
３
２
・
６

ｍ
）
を
目
指
す
春
山
登
山
を
開
催
し
ま
す
。

登
っ
た
先
に
は
飯
豊
連
峰
の
大
パ
ノ
ラ
マ

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
山
ス
キ
ー

を
希
望
さ
れ
る
方

も
大
歓
迎
で
す
。
ロ

イ
ヤ
ル
胎
内
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
の
温
泉

入
浴
券
と
ラ
ン
チ

券
付
き
の
ツ
ア
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

時
３
月
16
日
㈯
受
付
：
午
前
８
時
〜

登
山
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分
（
約
４
時
間
）

所
集
合
場
所
…
胎
内
ス
キ
ー
場
鹿
ノ
俣

ロ
ッ
ジ
（
現
地
集
合
現
地
解
散
）

対
小
学
５
年
生
以
上

￥
大
人
：
３
０
０
０
円

　

小
人
：
２
０
０
０
円

※
小
人
は
小
学
５
年
生
以
上
中
学
生
ま
で

※
保
険
料
、
ラ
ン
チ
補
助
券
・
入
浴
券
、

ガ
イ
ド
料
込

定
50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

他
積
雪
量
に
よ
り
、
開
催
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

申
２
月
１
日
㈭
〜
３
月
４
日
㈪

申
・
問
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

（
内
線
１
２
５
３
）

＜有料広告＞＜有料広告＞

　午前の部は、それいけ！アンパンマンの劇場版アニメ
34作目。小さなお子さまにむけた映画館デビュープログ
ラム上映会です。午後の部は、人気児童書シリーズを原
作としたアニメ「かいけつゾロリ」の劇場版アニメです。
　ぜひ親子連れでご来場ください。

時・所3月3日㈰ 産業文化会館多目的ホール
★午前の部
　「それいけ！アンパンマン
　　　　　　　ロボリィとぽかぽかプレゼント」
　開場：午前10時　上映：午前10時 30分（約64分）

★午後の部
　「映画かいけつゾロリ
　　　　　　　　ラララ♪スターたんじょう」
　開場：午後１時　上映：午後１時30分（約70分）
対未就学児から一般
※未就学児は無料ですが、整理券が必要です。
￥ 1 作品につき　大人400円
　　　　　　　　子ども（中学生以下）200円
※当日券100円増
申2月 6日㈫から産業文化会館でチケット販売

親子映画上映会 問産業文化会館 ☎ 43・6400
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お知らせ
アイコン

日時時 所場所・会場 対対象 内内容 講講師 ￥料金 定定員
持持ち物 他その他 申申込方法・期間など〒郵送先 問問合せ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

カ
ッ
プ
ル
募
集

春
の
祭
典
「
胎
内
市
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
、
結
婚
式
を
挙
げ

た
い
カ
ッ
プ
ル
を
募
集
し
ま
す
。

時
４
月
29
日
㈪
㈷

１
組
目
…
午
前
11
時
〜

２
組
目
…
午
後
１
時
〜

所
長
池
憩
い
の
森
公
園
内
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
特
設
会
場

￥
挙
式
費
用
無
料

定
２
組
（
応
募
カ
ッ
プ
ル
の
中
か
ら
審
査

の
上
３
月
上
旬
に
決
定
）

申
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
期
限
…
２
月
29
日
㈭
必
着

申
・
問
農
林
水
産
課
農
村
交
流
係

（
内
線
１
２
４
４
）

{ko
ryu@

city.
tainai.lg.jp

俳
句
教
室
参
加
者
募
集
！

　

み
ん
な
で
一
緒
に
頭
を
働
か
せ
な
が
ら

俳
句
で
想
い
を
表
現
し
ま
せ
ん
か
？

時
３
月
２
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

所
塩
の
湯
温
泉
サ
ン
セ
ッ
ト
中
条
2
階
会

議
室

内
俳
句
の
基
本
に
つ
い
て
説
明
（
季
語
や

型
な
ど
）、
本
日
の
お
題
と
例
題
を
発
表
、

み
ん
な
で
吟
行
、
評
点
や
講
師
か
ら
全
員

へ
ア
ド
バ
イ
ス

※
持
ち
物
不
要
で
す
。

￥
通
常
の
入
館
料

定
８
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
２
月
１
日
㈭
〜

　

サ
ン
セ
ッ
ト
中
条
で
受
付
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問
塩
の
湯
温
泉

☎
45
・
３
３
２
５

＜有料広告＞＜有料広告＞

塩の湯温泉
ＳＮＳ

申・問福祉介護課地域包括支援センター係 （内線 1132）

　血流のお話から体操まで、専門職員がわかりやすく説明してくれます。
一緒に自分のからだや生活習慣を見つめ直し、楽しくからだを動かしてみ
ませんか。

対市内在住の方　　講リハビリ専門職　　￥無料
他動きやすい服装でお越しください。
申申込時に参加希望の番号をお知らせください。

番号 会場 日時 定員
（先着順） 申込締切

① 健伸館
２月5日㈪
午後1時30分～3時

15人程度 2月 2日㈮

② ほっとHOT・
中条

２月19日㈪
午後1時30分～3時

30人程度 2日 15日㈭

③ にこ楽・胎内
３月4日㈪
午後1時30分～3時

30人程度 3月 1日㈮

④ 乙交流館
３月7日㈭
午後1時30分～3時

30人程度 3月 6日㈬

『介護予防大作戦』『介護予防大作戦』
健康寿命がのびる～血流アップで認知症予防～健康寿命がのびる～血流アップで認知症予防～

※予定を変更する場合があります。
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＜有料広告＞

40
見積無料

40無料無料

＜有料広告＞

問消防団事務局（総務課防災対策係内）（内線1311）

●誰が消防団に入れるの？●誰が消防団に入れるの？
　居住地または勤務地が胎内市内で、18歳以上で
あれば、男女問わずどなたでも（学生でも）入団
できます。

●消防団員の待遇は？●消防団員の待遇は？
▪ 非常勤特別職の地方公務員として、報酬や出動
に応じた手当が支払われます。
▪ 活動中に負傷した場合には、公務災害補償制度
の対象となります。
▪ 活動に必要な制服や装備は市から貸与されます。
▪ 一定年数以上消防団員として勤務し退団した方
には、退職報償金が支給されます。
▪ 消防団活動で功労や功績があった方は表彰され
ます。

●消防団はどんな活動をするの？●消防団はどんな活動をするの？
▪ 火災の消火活動（消防署と連携した活動）
▪ 風水害の警戒や土のう積みなどの災害対応
▪ 規律訓練や放水訓練などの各種訓練や防火啓発
活動、応急手当の普及指導など
▪ 女性隊員は、火災予防広報や応急手当の普及指
導など

【機能別消防団員募集中！！】
　過去に５年以上消防団経験のある方（退団
者）を対象とした「機能別消防団員制度」に
ついて、活動内容、条件、所属等を市ホーム
ページの「消防団」のコーナーに掲載してい
ます。いつでも入団できますので、消防団事
務局までご連絡ください。

　あなたも消防団に入って、地域の安全安心のための活動に参加しませんか？ 
　消防団員は、「自分の地域は自分で守る」という郷土愛護の精神に基づき、本業（仕事や学業など）とは
別に消防・防災活動を行う非常勤特別職の地方公務員です。
　入団に関する問い合わせはいつでも受け付けていますので、お住まいの地区の消防団または、消防団事
務局までご連絡ください。

消
防
団
員

消
防
団
員

　
　

募
集
中
！

　
　

募
集
中
！
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日時時 所場所・会場 対対象 内内容 講講師 ￥料金 定定員
持持ち物 他その他 申申込方法・期間など〒郵送先 問問合せ

奨
学
生
の
募
集

　

胎
内
市
に
１
年
以
上
居
住
し
引
き
続
き

居
住
す
る
世
帯
の
子
で
、
高
等
学
校
・
中

等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）、
高
等
専
門

学
校
・
専
門
学
校
・
短
大
・
大
学
・
大
学

院
等
に
在
学
ま
た
は
入
学
が
決
定
し
て
い

る
方
で
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

難
な
学
生
に
対
し
、
無
利
子
で
奨
学
金
を

貸
与
し
ま
す
。

対
選
考
基
準
…
学
業
に
優
れ
、
心
身
共
に

健
康
で
あ
り
、
か
つ
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
修
学
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

方
。
た
だ
し
、
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い

る
方
や
受
け
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
方
は

除
き
ま
す
。

※
成
績
基
準
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

￥
貸
与
額
…

▪
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課

程
）：
月
額
１
万
円
以
内

▪
高
等
専
門
学
校
・
専
門
学
校
・
短
大
・

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
：
月
額
４
万
円

以
内

▪
大
学
・
大
学
院
：
月
額
５
万
円
以
内

定
６
人
程
度

他
書
類
配
布
…
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

は
２
月
１
日
㈭
か
ら
学
校
教
育
課
（
黒
川

庁
舎
２
階
）
お
よ
び
市
役
所
中
央
カ
ウ
ン

タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
３
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

申
・
問
学
校
教
育
課
庶
務
係

（
内
線
２
３
１
８
）

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

第
23
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
出
場
決
定
！

10
月
８
日
に
行
わ
れ
た
全
国
小
学
生
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
新
潟

県
予
選
会
に
お
い
て
、
男
子
６
年
生
の
部

で
石
栗
蒼
生
さ
ん
が
優
勝
、
県
学
年
別
小

学
生
大
会
兼
全
国
大
会
予
選
会
（
女
子
：

12
月
９
日
、
男
子
：
12
月
24
日
）
に
お
い

て
、
女
子
５
年
生
の
部
で
宮
下
叶
羽
・
中

川
奈
南
ペ
ア
が
優
勝
、
女
子
４
年
生
以
下

の
部
で
石
栗
綺
音
・
川
上
玲
奈
ペ
ア
が
３

位
、
男
子
５
年
生
の
部
で
中
野
大
誠
（
中

条
ス
ポ
少
）・
黒
岩
瑞
季
（
白
根
）
ペ
ア

が
３
位
に
入
賞
し
、
千
葉
県
で
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
（
３
月
29
日
㈮
〜
31
日
㈰
）

に
新
潟
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。前列左から　石栗蒼生さん、石栗綺音さん、

川上玲奈さん、中川奈南さん、宮下叶羽さん

カ
ラ
テ
真
輝
会　

新
潟
県
空
手
拳

法
道
選
手
権
大
会
で
準
優
勝
・
３
位

12
月
24
日
に
行
わ
れ
た
新
潟
県
空
手
拳

法
道
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
小
学
校
６

年
の
部
で
遠
山
虎
鉄
さ
ん
（
胎
内
小
）
が

準
優
勝
、
北
村
莉
聖
さ
ん
（
胎
内
小
）
が

３
位
、
小
学
校
４
年
の
部
で
遠
山
寧
々
さ

ん
（
胎
内
小
）
が
準
優
勝
、
小
学
校
２
年

の
部
で
佐
久
間
渚
さ
ん
（
中
条
小
）
が

３
位
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

左から　北村莉聖さん、佐久間 渚さん、
遠山寧々さん、遠山虎鉄さん

New
OPEN

ご葬儀のご用命・事前相談のお問い合わせは

☎0120-945921（アークベル 新発田セレモニー） 

2024年 4月胎内市本郷　中条セレモニーホール隣接地に
セレモニーホールたいない オープン

＜有料広告＞
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相　

談

相　

談

休
日
労
働
相
談
会

労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
事
に

つ
い
て
、
社
会
保
険
労
務
士
お
よ
び
労
働

相
談
所
職
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時
２
月
18
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

所
県
庁
１
階
新
潟
県
労
働
相
談
所
（
新
潟

市
中
央
区
新
光
町
４
‐
１
）

内
相
談
方
法
…
電
話
ま
た
は
面
談
、
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）

※
面
談
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
は
要
予
約
。

￥
無
料

申
・
問
新
潟
県
労
働
相
談
所

☎
０
２
５
・
２
８
１
・
６
１
１
０

※
当
日
相
談
専
用
番
号
ほ

か
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

他
通
常
の
労
働
相
談
窓
口
に
つ
い
て
…

　

平
日
（
月
〜
金
〔
祝
祭
日
、
年
末
年
始

は
除
く
〕、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
も

職
員
に
よ
る
労
働
相
談
（
電
話
ま
た
は
面

談
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
弁
護
士
相
談
や
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談
も
１
回
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
（
要
予
約
）。

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
情
報

伝
達
試
験
の
実
施
（
３
回
目
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
防
災
行
政
無
線
を
使
用
し
た

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

放
送
内
容
は
、「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
。」
を
３
回
繰
り
返
し
ま
す
。

　

通
常
の
放
送
よ
り
大
き
な
音
で
流
れ
ま

す
の
で
、
混
乱
さ
れ
な
い
よ
う
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

時
２
月
９
日
㈮
午
前
11
時
〜

他
緊
急
事
案
等
の
発
生
に
伴
い
、
中
止
ま

た
は
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
総
務
課
防
災
対
策
係
（
内
線
１
３
１
１
）

２
月
は
新
潟
県
高
齢
者
見
守
り

強
化
月
間
で
す

２
月
は
「
新
潟
県
高
齢
者
見
守
り
強
化

月
間
」
で
す
。
地
域
の
高
齢
者
を
み
ん
な

で
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

▪「
あ
い
さ
つ
」
ご
近
所
で
声
を
掛
け
合

い
ま
し
ょ
う
。

▪「
気
く
ば
り
」
高
齢
者
の
方
を
さ
り
げ

な
く
思
い
や
り
ま
し
ょ
う
。

▪「
助
け
合
い
」
お
互
い
さ
ま
の
心
で
、

地
域
で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
福
祉
介
護
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

係
（
内
線
１
１
３
４
）

児
童
手
当
の
振
込
日
は

２
月
９
日
㈮
で
す

　

児
童
手
当
（
令
和
５
年
10
月
分
か
ら
令

和
6
年
１
月
分
ま
で
の
該
当
す
る
月
分
）

は
、
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
に
振

り
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
こ
ど
も
支
援
課
こ
ど
も
支
援
係

（
内
線
１
２
６
３
）

顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
ご
案
内

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
設
定
や
管
理

に
不
安
が
あ
る
方
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
、
本
人
確
認
方
法
を
顔
認
証
ま
た

は
目
視
に
限
定
し
た
、
暗
証
番
号
が
不
要

な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
申
請
す
る
方
も
、
既
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
も
、

利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
が
限

ら
れ
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課
市
民
係
（
内
線
１
１
４
５
）

ホームページ
はこちら

日本赤十字社
令和６年能登半島地震

災害義援金箱の設置について

　市役所本庁舎１階中央カウンター、黒
川庁舎１階窓口に「令和６年能登半島地
震災害義援金」の募金箱を設置しました。
　寄付していただいた義援金は日本赤十
字社を通じて被災地へ送られます。
　皆さまのあたたかいご支援をお願いい
たします。

問福祉介護課地域福祉係（内線1139）
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施
設
園
芸
農
家
生
産
支
援
補
助

金
の
ご
案
内

　

燃
油
価
格
等
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い

る
施
設
園
芸
農
家
に
対
す
る
支
援
を
行
い

ま
す
。

対
補
助
対
象
者
…
加
温
設
備
を
有
す
る
農

業
用
施
設
（
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
）
で
燃
油

（
Ａ
重
油
、
灯
油
）
を
使
用
し
て
農
産
物

を
生
産
し
、
出
荷
・
販
売
実
績
が
10
万
円

以
上
あ
る
方

￥
補
助
金
額
…
令
和
5
年
12
月
1
日
か
ら

令
和
6
年
2
月
29
日
ま
で
の
間
に
使
用
し

た
燃
油
量
に
1
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
10
円
を

乗
じ
た
額

持
必
要
書
類
…
申
請
書
、
燃
油
使
用
量
が

確
認
で
き
る
伝
票
等
の
写
し
、
出
荷
・
販

売
実
績
が
確
認
で
き
る
出
荷
伝
票
等
の
写

し
、
補
助
金
振
込
先
の
通
帳
の
写
し

他
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
申
請
期
間
…
３
月
１
日
㈮
か
ら
11
日
㈪

午
後
５
時
ま
で

申
・
問
農
林
水
産
課
農
産
振
興
係

（
内
線
１
２
４
６
）

胎
内
市
緊
急
農
業
経
営
安
定
対
策

資
金
保
証
料
補
助
金
交
付
の
ご
案
内

　

Ｊ
Ａ
胎
内
市
が
融
資
す
る
「
令
和
5
年

度
緊
急
農
業
経
営
安
定
対
策
資
金
」
に
対

し
市
か
ら
保
証
料
の
補
助
金
支
援
を
行
い

ま
す
。

対
対
象
期
間
…
令
和
５
年
10
月
２
日
か
ら

令
和
６
年
３
月
29
日
ま
で

補
助
対
象
者
…
期
間
内
に
Ｊ
Ａ
胎
内
市
よ

り
「
令
和
5
年
度
緊
急
農
業
経
営
安
定
対

策
資
金
」
の
融
資
を
受
け
て
い
る
農
業
者

等￥
補
助
金
額
…
借
入
後
２
年
間
の
保
証
料

相
当
額

他
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
各
窓
口
で
も

配
布
し
て
い
ま
す
。

申
・
問
市
役
所
農
林
水
産
課
農
村
交
流
係

（
内
線
１
２
４
２
）
に
申
請
書
等
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｊ
Ａ
胎
内
市
で
も
借
入
申
請
時
に
市
の

補
助
金
申
請
が
で
き
ま
す
。

市
報
た
い
な
い
に
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　

毎
月
発
行
す
る
「
市
報
た
い
な
い
１
日

号
／
合
併
号
」
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
の
お
店
や
会
社
な
ど
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

　

１
枠
５
０
０
０
円
（
市
内
業
者
）
で
、

１
号
に
つ
き
８
枠
相
当
の
広
告
を
掲
載
し

ま
す
。
広
告
の
色
は
黒
の
１
色
刷
り
で
す
。

申
市
報
（
１
日
号
／
合
併
号
）
発
行
日
の

１
か
月
前
ま
で

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
・
問
総
合
政
策
課
広
報

情
報
推
進
係

（
内
線
１
３
６
６
）

お
わ
び
と
訂
正

　

市
報
た
い
な
い
１
月
合
併
号
20
ペ
ー
ジ

「
令
和
6
年
度
胎
内
市
会
計
年
度
任
用
職

員
登
録
募
集
」
の
記
事
で
、
学
習
指
導
員

の
時
給
を
「
９
０
１
円
」
と
掲
載
し
ま
し

た
が
、
正
し
く
は
、「
１
２
６
９
円
」
で

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

健
けんこう

康が伸
の

びる 館
やかた

 【健
けんのびかん

伸館】2月の予定
内　容 日　程 時　間

足湯でフットケア
毎週㈪～㈮

10：00～
15：00

弁当配達ボランティア
活動

13：30～
15：30

通いの場（体操） 毎週㈫ 10：00～
11：30

カラオケ 毎週㈫、㈭ 13：00～
15：00

脳活（脳トレ） 1日㈭

10：00～
11：30

脳活（音楽と健康） 8日㈭、15日㈭
脳活（習字） 22日㈭
竹島塾 29日㈭

介護予防型ミニデイ 申
込
必
要

毎週㈮ 10：00～
14：30

介護予防大作戦
★ 詳細は 20 ページを
ご覧ください。

5 日㈪ 13：30～
15：00

※ 予定を変更する場合がありますので、利用についてはお問
い合わせください。

福祉介護課地域包括支援センター係（内線1132）
健伸館（旧竹島小学校裏） ☎ 28・7983
開館時間：午前9時～午後4時　休館日：㈯㈰㈷

申
・
問

ホームページ
はこちら

LINE からも電子申請ができます。
市のさまざまな情報を発信してい
ます。気軽に友だち追加してね！
問総合政策課広報情報推進係
　（内線1366）

胎内市公式LINE
友だち登録募集中！

@tainai_city
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申・問NPO法人スポーツクラブたいない事務局（ぷれすぽ胎内）☎43・0003  受付：午前9時～午後５時

 ホームページ
はこちらNo. 13No. 13

◎ わくわくちびっこフェスティバル2024
　お楽しみブースでミニゲームをしながらお菓子やおもちゃ
をゲット。体験ブースでは、からだを思いっきり動かしましょ
う！ 家族みんなでご参加ください！
時2月23日㈮㈷ 10：00～12：00（最終受付11：00まで）
所ぷれすぽ胎内アリーナ　対小学生以下
￥1人 300円（当日ご持参ください）
定200人（定員になり次第締め切り）

【セミナーチケットについてのお知らせ】
　セミナーチケットの有効期限は今年度末までです。来年度への繰り越し・返金はできませんのでご了承くだ
さい。１月からは１枚からの販売も行っていますので、ぷれすぽ胎内窓口へお声がけください。
☆チケットで参加できるセミナー☆ 会員：１枚400円、非会員：１枚600円
　※ 初回のみチケット不要。２回目以降チケットが必要となります。
・昼ヨガ… 毎週火曜日14：00～ 15：00
　　会場：ぷれすぽ胎内
・ スマイル教室…毎週水曜日10：00～11：00
　　会場：ぷれすぽ胎内
・さわやかエアロビック…毎週水曜日

　　19：30～ 20：30　会場：ぷれすぽ胎内

・ダンスでフィットネス…毎週木曜日
　　10：00～ 11：00　会場：ぷれすぽ胎内
・ZUMBAⓇ …毎週土曜日19：30～ 20：30
　　 会場：Ｂ＆Ｇ体育館
　　※ZUMBAⓇ は会場でチケット購入可能です。

今年はやらにゃんの
フワフワもあるよ！

体験ブース お楽しみブース

お菓子お菓子
釣り釣り

地
域
おこ
し

協
力
隊
だ
よ
り23

　

昨
年
の
５
月
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

着
任
し
て
か
ら
、
は
や
８
か
月
が
経
過
し
ま

し
た
。
私
は
、
胎
内
高
原
ワ
イ
ン
の
振
興
担

当
と
し
て
、
新
潟
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
で
の
ぶ
ど

う
づ
く
り
、
胎
内
高
原
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
の
ワ

イ
ン
醸
造
に
係
る
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

着
任
初
日
に
緊
張
し
な
が
ら
ぶ
ど
う
畑
に

足
を
踏
み
入
れ
た
と
き
、
そ
の
素
晴
ら
し
い

景
色
に
大
変
興
奮
し
た
こ
と
を
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま
最
初
に

行
っ
た
作
業
は
、
ぶ
ど
う
の
枝
を
柵
に
縛
り

付
け
る
「
た
く
し
込
み
」
と
い
う
作
業
で
し

た
が
、
枝
が
折
れ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
な
が

ら
無
事
に
１
箇
所
の
作
業
を
終
え
た
と
き

に
は
、
大
変
ほ
っ
と
し
た
こ
と
が
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

新
潟
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
の
ほ
場
は
広
大
で
、

そ
の
広
さ
は
７
ha
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
広
い
畑
の
中
で
、
除
草
や
摘て

き
し
ん芯

（
成
長
を

促
進
す
る
た
め
に
、
茎
の
先
端

に
あ
る
芽
を
摘
み
取
る
こ
と
）、

葉
か
き
（
古
く
な
っ
た
葉
を
除

去
し
て
風
通
し
を
良
く
す
る
こ

と
）
と
い
っ
た
作
業
に
も
関
わ

ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
覚
え

る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
先
輩

方
の
教
え
を
受
け
な
が
ら
、
着

実
に
一
つ
一
つ
の
作
業
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
先
輩

方
の
姿
勢
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
と

て
も
多
く
、
皆
さ
ん
と
働
け
る

こ
と
が
私
に
と
っ
て
一
番
の
喜
び
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ワ
イ
ン
製
造
業
務
と
し
て
、
胎
内

高
原
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
お
い
て
、
ワ
イ
ン
の
瓶

詰
や
ラ
ベ
ル
貼
り
、
分
析
、
仕
込
み
な
ど
の

業
務
に
も
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ぶ
ど
う
の
栽
培
か
ら
ワ
イ
ン
づ
く
り
に

至
る
ま
で
一
連
の
作
業
に
従
事
さ
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
は
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
皆
さ
ん

に
美
味
し
い
ワ
イ
ン
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
業
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
、
ほ
か
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
７

月
に
本
町
通
り
で
開
催
さ
れ
た
「
本
町
マ
ル

シ
ェ
」
に
出
展
・
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
次
の
機
会
に
は
ワ
イ
ン
を
持
っ
て
参

加
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
総
合
政
策
課
行
革
協
働
係（
内
線
１
３
６
４
）

永
な が た

田 雄
ゆ う た

太
隊員

ぶどう畑での作業ぶどう畑での作業

本町マルシェに参加本町マルシェに参加
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胎
内
市
塩
谷
に
は
全
国
的
に

も
珍
し
い
原
油
の
湧
き
出
る
池
、

臭く
そ
う
ず水

坪つ
ぼ

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
日
本
最
古
の
文
字
資
料
『
日

本
書
紀
』
に
は
天
智
天
皇
へ
「
越

の
国
よ
り
燃
え
る
土
と
燃
え
る
水

を
献
上
す
る
」
と
い
う
記
録
が
あ

り
、
そ
の
「
燃
え
る
水
」
と
は
塩

谷
の
臭
水
坪
か
ら
採
油
し
た
原
油

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で

も
古
式
に
の
っ
と
っ
た
「
黒
川
燃

水
祭
」
や
そ
こ
で
採
油
し
た
原
油

を
天
智
天
皇
ゆ
か
り
の
滋
賀
県
近

江
神
宮
に
献
上
す
る
「
近
江
神
宮

燃
水
祭
」
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
人
々
は
原
油
の
匂
い

が
臭
い
こ
と
か
ら
「
臭
水
」
と
い

う
独
特
な
言
い
方
を
し
て
お
り
、

黒
い
川
が
流
れ
る
よ
う
に
原
油
が

湧
き
出
た
こ
と
か
ら
「
黒
川
」
の

地
名
が
つ
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

昭
和
初
期
頃
に
黒
川
の
油
田
は

本
格
的
な
機
械
堀
り
が
行
わ
れ
、

平
木
田
駅
ま
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を

つ
な
げ
る
な
ど
最
盛
期
を
迎
え
ま

す
。
一
時
は
黒
川
小
学
校
の
給
食

づ
く
り
の
燃
料
と
し
て
も
使
わ
れ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
現
在
稼
働
し
て
い
る
岩
船
沖

油
ガ
ス
田
の
位
置
を
探
る
際
、
場

所
を
辿
る
た
め
に
こ
の
黒
川
の
油

田
を
起
点
に
調
査
が
行
わ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
黒
川
の
臭
水
は
私

た
ち
に
過
去
か
ら
現
在
に
繋
が
る

時
間
の
流
れ
を
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、

今
後
胎
内
市
で
は
洋
上
風
力
発
電

が
稼
働
し
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
地
元
は
も
ち
ろ
ん
こ

と
、
日
本
の
貴
重
な
電
力
資
源
を

提
供
し
続
け
て
い
く
こ
と
と
思
い

ま
す
。

黒
川
の
臭く
そ
う
ず水

（
原
油
）

《213》

文
・
写
真　

生
涯
学
習
課

▶
毎
年
7
月
初
旬
に
シ

ン
ク
ル
ト
ン
記
念
館
裏

に
あ
る
臭
水
坪
で
行
わ

れ
る
「
黒
川
燃
水
祭
」

▶
胎
内
市
沖
に
あ
る
新

潟
県
岩
船
沖
油
ガ
ス
田

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

※
日
本
海
洋
石
油
資
源

開
発
㈱
提
供

文
・
写
真　

生
涯
学
習
課

【
行ぎ

ょ
う
き基

菩ぼ
さ
つ薩

と
地じ

ぞ
う蔵

尊そ
ん

】

　

今
か
ら
1
2
0
0
年
前
の
奈

良
時
代
、
桃
崎
浜
は
荒
川
と
胎
内

川
が
合
流
す
る
付
近
で
頻
繁
に
氾

濫
が
起
き
、
ま
た
、
海
岸
近
く
の

砂
地
で
水
田
耕
作
に
不
向
き
な
場

所
で
し
た
。
当
時
、
橋
や
寺
を
つ

く
る
た
め
諸
国
を
巡
っ
て
い
た
行

基
菩
薩
と
い
う
お
坊
さ
ん
が
桃
崎

浜
を
訪
れ
、
人
々
の
苦
し
い
生
活

ぶ
り
を
見
て
、
幸
福
と
生
活
の
安

泰
を
祈
り
な
が
ら
大
き
な
桃
の
木

の
流
木
か
ら
3
体
の
地
蔵
尊
を
作

り
ま
し
た
。

【
桃
崎
浜
の
地
名
由
来
伝
説
】

　

伝
説
で
は
3
体
の
地
蔵
尊
の
う

ち
、
桃
の
木
の
先
の
方
で
作
っ
た

地
蔵
尊
を
川
の
畔ほ

と
り

に
安
置
し
て
祀ま

つ

り
、
桃
崎
浜
集
落
の
祖
と
な
る
地

蔵
堂
村
が
誕
生
し
た
と
い
い
ま

す
。
桃
の
木
の
先
で
作
っ
た
地
蔵

尊
に
ち
な
み
「
モ
モ
サ
キ
の
ム

ラ
」
と
も
呼
ば
れ
た
と
伝
わ
り
ま

す
。
ち
な
み
に
桃
の
木
の
根
元
部

分
で
作
っ
た
像
は
白し

ろ
ね根

（
新
潟
市

南
区
）
に
、
中
心
部
分
で
作
っ
た

像
は
中
条
（
西
栄
町
地
蔵
尊
）
に

安
置
さ
れ
、
そ
の
こ
と
か
ら
白

根
、
中
条
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
鎌
倉
時

代
に
は
「
百も

も
さ
き崎

」
と
記
さ
れ
、
当

時
地
形
が
複
雑
に
変
化
し
て
い
た

こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ
い
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
桃
崎
浜
集
落
の
成
立
と
発
展
】

　

戦
国
時
代
の
天
正
年
間

（
1
5
7
3
〜
92
年
）
に
桃
崎
浜

集
落
が
成
立
し
ま
す
。
こ
の
時
期

は
色い

ろ
べ部
氏
の
所
領
で
、
蒲
原
郡
で

は
な
く
瀬
波
郡
（
岩
船
郡
）
に
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
村
上
藩
領
と
な

り
、
１
６
４
０
年
以
降
に
大お

お

町
・

裏う
ら

町
・
中な

か

町
・
新し

ん

町
・
浜は

ま

町
が
整

備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
１
８
１
６

年
に
描
か
れ
た
絵
図
に
は
村
名
が

「
桃
咲
」
と
記
さ
れ
、
浜
街
道
沿

い
の
主
要
な
村
と
し
て
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

荒
川
河
口
付
近
は
水
量
も
豊
か

で
、
流
れ
も
緩
や
か
で
あ
っ
た

た
め
、
港
に
適
し
て
い
ま
し
た
。

廻か
い
せ
ん船

問ど
ん
や屋

（
海
上
運
送
業
）
が
繁

盛
し
、
南
は
瀬
戸
内
海
、
北
は
北

海
道
ま
で
北
前
船
が
活
躍
し
ま
し

た
。
ま
た
、
桃
崎
浜
は
北
へ
向
か

う
北
前
船
の
避
難
港
と
し
て
の
役

割
も
担
っ
た
こ
と
か
ら
多
く
の

人
々
が
集
ま
り
、塩し

お
や谷

（
村
上
市
）

や
、
海え

び

え

老
江
（
村
上
市
）
と
と
も

に
「
荒
川
湊み

な
と

」
と
総
称
さ
れ
、
下

越
沿
岸
随
一
の
良
港
と
な
り
ま

す
。

　

鎮
守
の
荒
川
神
社
に
は
国
指
定

有
形
文
化
財
の
船
絵
馬
が
86
枚
、

同
社
の
秋
の
大
祭
に
も
登
場
す
る

模
型
和
船
2
隻
が
奉
納
さ
れ
、
現

在
は
隣
接
す
る
桃
崎
浜
文
化
財
収

蔵
庫
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。

集
落
の
由
来
②

桃
崎
浜

《215》

▶
荒
川
神
社
に
奉
納

し
た
船
絵
馬

▲江戸時代の桃崎浜付近
（越

え ち ご

後輿
よ ち

地全
ぜ ん ず

図 1816年）

▶
鎮
守
荒
川
神
社

荒井浜荒井浜
胎内川胎内川海老江海老江

荒川荒川

桃咲（桃崎浜）桃咲（桃崎浜）
塩谷塩谷

3月 15日㈮まで胎内市美術館「新潟の民具・民藝展」
で桃崎浜ゆかりの資料を展示しています。
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《
12
月
21
日
〜
1
月
20
日
》

12
月

21
日
㈭

中
条
町
・
黒
川
商
工
会
合
併

契
約
書
締
結
式

23
日
㈯

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
た
い
な
い
懇
談
会

25
日
㈪

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組

合
・
下
越
福
祉
行
政
組
合
当

初
予
算
査
定

　

胎
内
市
農
業
委
員
会
懇
談
会

28
日
㈭

年
末
の
あ
い
さ
つ

１
月

1
日
㈪
㈷

高
畑
集
落
懇
談
会

4
日
㈭

年
始
の
あ
い
さ
つ

6
日
㈯

胎
内
市
消
防
団
出
初
式

7
日
㈰

　

乙
区
一
統
礼

笹
口
浜
集
落
懇
談
会

8
日
㈪
㈷

　

武
道
７
団
体
合
同
鏡
開
き

9
日
㈫

黒
川
商
工
会
商
工
振
興
懇
談

会

10
日
㈬

中
条
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
例

会
卓
話

11
日
㈭

大
長
谷
集
落
協
働
座
談
会

　

新
潟
県
新
春
市
長
会
総
会

12
日
㈮

中
条
胎
内
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
例
会
卓
話

14
日
㈰

若
松
町
第
１
町
内
会
懇
談
会

　

本
町
３
区
懇
談
会

15
日
㈪

　

補
正
予
算
査
定

中
条
町
・
黒
川
商
工
会
合
同

賀
詞
交
歓
会

16
日
㈫

胎
内
市
民
生
児
童
委
員
協
議

会
連
合
会
新
年
会

17
日
㈬

胎
内
市
優
良
工
事
等
表
彰
式

新
潟
食
料
農
業
大
学
協
働
座

談
会

中
条
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
新

年
家
族
会　

19
日
㈮

胎
内
市
電
気
工
事
協
同
組
合

創
立
総
会

★問　題…3択問題です。
　3月16日に胎内スキー場のゲレンデを登り、シシノ立を目
指す春山登山が開催されます。シシノ立を登った先で一望でき
る連峰の名称は何でしょうか。
　ア：飯豊　 イ：鹿ノ俣　ウ：頼母木
★応募方法…はがき または 応募フォーム
※ 市ホームページの応募フォームから応募ができます。
　お 1人につき 1通とし、市内在住の方に限らせて
いただきます。
　問題の正解者のうち、市政や市報に対するご意見や今月号の感想
をいただいた方の中から、抽選で図書カード500円分を4名様に
差し上げます。
※ 応募でいただいたご質問は、内容により担当課から回答します。
　 ご質問は、お電話で各課にお問い合わせいただくか、市ホームページ
の「各課へのお問い合わせ」をご利用ください。

★締　切… 2 月 15日㈭（当日消印有効）
★前月号の答え… ウ：「星降る町　胎内市」
★前月号の応募者数と正解者数…応募者数：18人
 正解者数：18人
※ 当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

市政や市報に対する

ご意見や今月号の

感想

※応募を通じて取得した個人情
報は、賞品の発送といただいた
ご意見や感想の活用にのみ使用
します。ご意見や感想は、個人
情報を除き市報や市ホームペー
ジに掲載することがあります。

市報アンケート市報アンケート クイズにクイズに挑戦挑戦！！
市報の中から、答えを見つけて応募しよう！

今月号の感想も
忘れずに！

応募フォーム
はこちら

おぼえがき ２月
1 ㈭
2 ㈮
3 ㈯
4 ㈰
5 ㈪ 介護予防大作戦（健伸館）
6 ㈫ ４か月児健診・７か月児健診
7 ㈬ 育児教室・【夜間窓口】
8 ㈭
9 ㈮ 防災行政無線を用いた情報伝達試験
10 ㈯
11
12 　　山あいのちいさな冬まつり
13 ㈫
14 ㈬ ２歳児歯科健診・【夜間窓口】
15 ㈭
16 ㈮
17 ㈯
18 ㈰ 胎内市囲碁・将棋大会
19 ㈪ 介護予防大作戦（ほっとHOT・中条）
20 ㈫
21 ㈬【夜間窓口】
22 ㈭ パパママ学級（後期）
23
24 ㈯
25 ㈰
26 ㈪
27 ㈫
28 ㈬【夜間窓口】
29 ㈭ 成年後見市民セミナー・１歳６か月児健診

（金・祝）

（月・休）
（日・祝）



３歳児健診でムシ歯のなかった子を紹介します。

アプリでも【市報たいない】
を配信しています

板
いたやごし

谷越  凪
なぎ

ちゃん
（鍬江）

たやごし なぎ

上
うえやま

山  空
く う ご

悟 ちゃん
（本郷町）

井
いのうえ

上  湊
み な と

翔 ちゃん
(西本町)

大
おおざわ

澤  彩
さ え

恵 ちゃん
（飯角）

髙
たかはし

橋未
み く

来 ちゃん
（乙）

奥
おくむら

村  穂
ほ の か

花 ちゃん
（新和町）

谷
たに だ

田  音
お と

澄 ちゃん
（協和町）

西
にしむら

村  瑠
る い

莞 ちゃん
（高橋）

時
とき た

田  郁
い お

穂 ちゃん
（高畑）

原
はら

  叶
か な と

虎 ちゃん
（本郷町）

諸
もろもと

本  陽
はる

ちゃん
（乙）

布
ふ せ

施  陽
は る と

叶 ちゃん
（西本町）

人 口 の 動 き
住民基本台帳12月31日現在

◆ 人　口
　27,284 人（前月比 -58）

◆ 男　13,442 人
◆ 女　13,842 人

◆ 転入 :42
◆ 転出 :51

◆ 出生 :5
◆ 死亡 :54

◆ 世帯数
10,933戸（前月比 -10）

次回発行
令和 6年 2月 14日㈬　
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今月の表紙今月の表紙

　中央公民館で開催された書き初め練習会
に小学生10人が参加し、「伝統の美」や「冬
の空」などそれぞれの課題に熱心に取り組
みました。講師を務めた胎内市美術協会の
大川原朝楓さんと佐久間昭竹さんは筆のつ
き方や基礎のとめ、はね、はらいに注意す
るよう指導し「細かいことは言わない。と
にかく書道を楽しんでほしい」と話してい
ました。

それ行け！天下太平くん35年の歴史に幕

特設ページ
はこちらから

作者へメッセージを送ろう！

メッセージ
お待ちしてます！

　「それ行け！天下太平くん」が次回市報 3月 1日号で最終
回を迎えることとなりました。そこで、特に思い出に残って
いる話や作者へのメッセージなど太平くんに関するお便りを
募集します。
　お便りは郵送または市ホームページの特設ページからお送
りください。

郵送の場合
【記載事項】
・名前（ニックネーム可）
・年齢 /性別（例：40代 / 女性）
・天下太平くんに関するメッセージ
【宛先】
〒959-2693
胎内市新和町2番 10号
胎内市役所総合政策課
広報情報推進係

次回
最終回

※ いただいた内容は個人情報を除き、市報や
市ホームページで紹介することがあります




